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平成27年度専修大学スポーツ研究所研修会報告
石川県・星稜高校／金沢星稜大学訪問
佐藤満　これから皆さんにはお気軽な中でお
話を頂ければと思います。
飯田　サッカー部についてですが、今星稜高校
は有名になられて、部員数がかなりだと思いま
す。部員の出場機会確保のためにいろいろな大
会に出ていると伺ったのですが、選手をどうや
って統括されているのでしょうか。
河﨑　部員が今3年生はもう引退しましたの
で、1、2年生で113名います。スタッフが今9
名います。9名のうち、高校の教員が5名です。
4人が外部コーチになります。
飯田　費用の面でも大変かと思いますが、実際
にはどのようなことがありますか。
河﨑　そこはあまりここでは話せないんですけ
れど（笑）。学園からも運営費をいただいており
ますけど、それではまかないきれないので、生
徒の部費という形で、保護者会で管理していま
す。そこからコーチや遠征などに充てがうとい
うことです。スタッフも当然25歳や30歳近く
の歳なのですが、生活が大変なのです。トレー
ナーもうちで保護者会から月数万円の謝礼だ
けは払っていたのですが、生活できません。内
部コーチもいましたが、生活を維持していくた
めには収入が必要ですので、3年目からは彼が2
人のために、自分で社団法人ですけど会社をつ
くって、若手トレーナーのために接骨院をつくり
ました。接骨院を運営しながら、スタッフにはそ
こで働いてもらい、テクニカルコーチの子に関
しては、小さなスポーツクラブの指導を、少し助
成も頂きながらやっています。食べさせる、生活
をする、というのは大変です。今日が給料日な
ので、大変な思いをして、「ショー トしています」
と言われたときには、どうしようかと毎年びくび
くしながら月末を迎えています（笑）。そして、そ
のトレーナーの子が、今年地元のJ2のツエーゲ
ン金沢のほうからお話がありまして、この1月に
移籍しました。そのようなご縁や機会もあり、現
在スタッフは9名になったのですが、百数十名
の子どもたちをうまくチーム分けしながら、担当
を付けてやっているところです。
飯田　1学年で何人ぐらい推薦というものがあ
りますか。
河﨑　推薦で採れるのは、約20名程です。あ
わせて、一般で入ってくる子がさらに30人ぐら
いいますので、1学年50人から60人ぐらいで
す。今1、2年生が110人いますが、一般で入っ
てきている子がその110名のうちの50名程で、
半分近くです。また、県外の子が110名中約50
名います。本田圭佑君が活躍してくれたおかげ
で、そういう道もあるのではないかと夢見てくる
子がたくさんいます。うちは声を掛けに行くこと
はまずありません。年間200人ぐらいがこのグ
ラウンドに、中学3年生が来て、練習参加してと
いうことが、ここ数年続いています。
飯田　星稜高校は学力も優秀ですので、学業
成績も加味されるのではと思いますが、その辺
りはどのような感じですか。
河﨑　そのときにパーソナルカ ドーというもの
を、これは各大学にも専修大学にも行っていま
すが、推薦入試の中でもやはり学力の基準があ
ります。そのため、中学3年生のテストなど、個
人的なところなのですが、少し聞きます。その基
準さえ達していれば、あとは競技の本人の技量
を見て、総合的に判断するということです。
飯田　自分で受けに行く子たちは、きちんと受
験をして、学力クリアして入って来るということ
ですか。
河﨑　そうです。一般で入ってきた子たちも、
今年の大会でも2人ほど試合に出ています。体
育コースというものはあるのですが、レギュラー
になるのは体育コースが8割9割で、1割か2割
はやはり一般コースの子たちがレギュラーを取
っています。
飯田　どうもありがとうございます。
野呂　山下先生、私は陸上競技なのですが、高
校生は大学進学の選択肢も多くあると思いま
すが、松井君は最初から大学ということは全く
考えなかったのですか。
山下　最初は某大学に行きたいということでし
た。そして、甲子園に行きたいというふうに、本
人、保護者は強い希望を持っていました。スカウ
トはしていないのですが、お会いした際に、「甲
子園に連れて行ってやります」ということで入
ってきました。
野呂　大学に行かないで、高校からプロにとい
うのは、どういう心境の変化があったのですか。
山下　やはり、どんどん育ってきて、プロ12球団
が皆ドラフト1位でいくということでしたので、
仕方なしに親と相談したら、本人も親もプロと
いうことでした。最初からプロということは、全
星稜高校訪問：座談会
ジュニア選手を育てる育成環境
～高校指導者の視座から～
山下 智茂 理事 （星稜高校野球部名誉監督）
河﨑 護 教諭 （星稜高校サッカー部監督）
林 和成 教諭 （星稜高校野球部監督）
北川 良 監督 （金沢星稜大学野球部監督、専修大学OB）
専修大学スポーツ研究所所員 11名
31Annual Report 2015
然本人はなかったようです。けれども、僕は「1
年で石川県ナンバーワンの選手になるようにし
てやる」、「2年生で北信越ナンバーワンの選手
になろう」、「3年で日本一にしてやろう」、「将来
は、王、長嶋、そのスーパースターになれ」、「プ
ロ野球の監督になりなさい」ということまで図
を描いてやったのですが、僕を裏切ってアメリ
カに行ってしまいました（笑）。そういうので、一
段階一段階踏みながら、上を目指していったの
です。けれども、本人は2年生ぐらいからプロと
いうのを意識したのではないかと思います。そ
れまでは、全然プロに行こうという気持ちはな
かったです。2年生か3年生の選抜で、いける
という感じをつかんだと思います。
野呂　私も選手勧誘に行ったときに、やはり
「大学生のうちに日本記録を出させます」という
勧誘をした選手がいて、それができた選手がい
るのですが、陸上はその頃、今みたいに実業団
に入るというのは、金銭的に厳しい場合が多か
った。野球、サッカーは飯を食っていけることが
多いのですが、陸上は日本記録を出しても、すぐ
きちんとした職に就かないと食べられない時代
に現場をやっていたので、やはりうらやましいこ
とです。今その人も、大学で教員をやるまでに
なりました。私も日本記録をつくらせると言った
のが2人いるのですが、1人はやはり練習が続
きませんでした。全日本学生大会では勝ったの
ですが。先生も、松井選手に対しても、最初か
らそのように言って、1年で県ナンバーワンにな
って、2年生は北陸でというような、それだけの
ものがやはり自分に伝わってきたのですか。
山下　最初会ったときの第一印象は、柔道部か
相撲部をやればいいという印象でした（笑）。う
ちは入るのが難しいので、受験勉強していて、太
っていました。中学引退してから、20キロか30
キロ太ったと思います。見た感じでは、もうこい
つは駄目だと思いました。柔道か相撲をやれば
いいと内心思っていました。そのときに僕が松
井くんに、「20キロ痩せてきてくれるか」と言い
ました。すると、「分かりました」と言うのです。
こんな16歳の子どもが、20キロ痩せられるはず
がないと思っていました。それが、4カ月の間に
20キロ痩せてきたのです。会ったときに、握手
しました。握手したときに、その手がゾウのよう
な手をしていたのです。こいつはすごいと思っ
たのです。僕もノックをやっていて、バットが離
れないということや、皮がなかなか出てこない
など、豆ができる状態までしていたのですが、そ
れは何年もかかかっているのです。それを、彼は
3カ月4カ月でやってきたものだから、こいつは
ただ者ではないということで、僕はその子を信
じました。この子はやはり命を懸けて教えてや
ろうという感じで、自分の気持ちが変わりまし
た。1年生の6月にそういうことを言ったら、皆
笑うのです。あの顔ですから、どうしてあのよう
な田舎者がという感じで。守備や走塁などその
ようなものは全然駄目で、バッティングだけ良
かったのです。よく飛ばすのです。飛ばすから
1年生で育てなくてはいけないということで、ピ
ッチャーとバッターを、4番とエースはもうつく
って、2人を軸にしてチームづくりをやったわけ
です。やはりよく打つのですが、守備は下手で、
走るのは遅い。身長が大きくて松井よりうまい
子が2人ぐらいいました。けれどもやはり松井は
努力の天才というか、ものすごく努力するので
す。数学が良くて頭は良かったから、こいつは何
とかなるのではないかと、親の雰囲気を見てい
たら、この親だったらこれだけのことを言っても
やれるだろうという感じで、勝負したわけです。
けれども、1年で4番打たせたらもう天狗になり
まして、そこから教育が始まりました。そこで先
生が言ったように、心の面を鍛えなくてはいけ
ないということに入っていったわけです。最初
は、本当にやんちゃ坊主で、わがままで、「おま
えは悪魔だ」と言うと、「僕は悪魔じゃありませ
ん」と言いました。「おごるな、威張るな、焦る
な、腐るな、迷うなっていうことを俺は言いたい。
3年間それを肝に銘じて頑張りなさい」というこ
とを言いました。それから読書の奨めです。本
をたくさん読ませました。やはり心を鍛えなくて
はいけないということで、技術的なことはもう二
の次で、まず心を育てようということでした。こ
いつはいいものを持っているけれど、心が少し
問題だということで入ったわけです。
野呂　ありがとうございました。
佐藤満　有難うございます。そのあたりは同じ
団体競技の指導で言うといかがでしょうか。
河﨑　先生方にもいろいろ教わったので、私だ
けではないのですが、本田君は入学してきたと
きには少し大人びていました。別に少しすれて
いるということや、そういう意味ではなくて、本
当にスポーツ、サッカーに関しては真摯に向き
合っていましたし、自らトレーニングをするとい
うことはもうできていました。お兄さんがいまし
たので、お兄さんからの刺激もだいぶあったの
かと思います。この子は、本当にいい環境を与
えることで、どんどん伸びたという思いです。
佐藤満　当時の星稜高校はサッカー留学と言
うのは珍しかったと思いますが、ガンバ大阪の
山下先生（星稜高校野球部名誉監督） 河﨑先生（星稜高校サッカー部監督） 北川先生（金沢星稜大学野球部監督） 林先生（星稜高校野球部監督）
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ジュニアユースから入ってきた当時の実力レベ
ルはいかがでしたか。
河﨑　技術的にはしっかりしていました。彼が
1年生で入ってきたときには、チームが結構出来
上がっていましたが、彼は1年生ですぐレギュラ
ーを取りました。
飯田　野球もサッカーもですが、今だと親御さ
んは大学に行かせたいということや、先ほど松
井選手の話でも大学の選択など、そういう進路
というのを、数がたくさんいるだけに、どういう
ふうにされているのかと思います。われわれも
勧誘に行かなければいけませんので、そういう
ところも含めて、やはり今の親御さんだとどこ
か大学には入れたいなど、そういう話が出てく
るのだと思うのですが、両スポーツは、その辺り
はどのようにされているのですか。
林　私も星稜高校出身で、松井先輩の1つ下の
学年で一緒にやっていて、当然山下先生にもご
指導いただきました。山下先生の教えをそのま
ま引き継いでいるので、考えはおそらく一緒な
のですが、やはり田舎の子たちですので、大学
のことはよく知らないことが多いです。俺はこ
のような所は入れるだろうということや、これぐ
らいのレベルだろうなど、非常に高い望みを持
っている子たちが多くて、親もまたそうです。親
も親で、星稜高校野球部に入ったのだから、◯
◯大学くらいまで行けるだろう、入れてもらえる
だろうと、そういう考えの親も多いです。まず
「おまえのレベルはこの辺だ」、「全国は広い」と
いうような話をして、その子に合った技術や、私
が思う大学のカラーというか、その子が行けば
合う、合わないなどがあると思いますので、そう
いう所を推薦しながら、その子に合った大学を
勧めるような形にはしています。
飯田　大体3年の頭ぐらいの成績で大学だと
動いていきますよね。本人と親御さんにそうい
う教育というか、いつぐらいからそういう話をさ
れるのですか。
林　野球界も勧誘は非常に早くなっています。
雑誌などに載るような子であれば、2年生の夏
の甲子園が終わって、あるいは、今度選抜大会
がありますが、選抜が始まる頃には、選抜に出
て主力になっている子たちはもう決まっている
など、そういった世界です。3年生の8月に、一応
各大学でセレクションという形で練習会がある
のですが、昔であればそこに行けば何とか技量
があれば入れていただけるという形だったので
すが、もう今は野球界のセレクションというの
は形だけになっていまして、もし来たいという子
が他の大学に行ったときのための予備の1、2名
分などという、そういうことです。なるべく私ど
もも早く推薦できるように、現状であれば今の
2年生の主力の子たちを対象に、「どう考えてい
るのか」ということや、「どの辺のレベル考えて
いるのか」、「どこに行きたいのか」という話はし
始めているところです。
河﨑　サッカーも同じです。2年生で意識付け
させて、3年生入ってもう一度面談しながらやり
ます。やはり、先輩が行っている所からは生の
情報を得られるので、そこを今、一応希望して
いくのですが、学力や技量などを見ながら話を
していきます。そして星稜高校では、9月に入っ
て推薦、指定校は2週目には決定します。やは
り私たちがお願いしているのは、今はいろいろ
オープンキャンパスなど、うちの職員もとにかく
担任は「大学を見学に行きなさい」ということを
しきりに言います。それは7月・8月中心にある
と思うので、その時期に見てきて、進学に対して
強い気持ちになってきますので、それぐらいに
大学を案内できればなということです。
飯田　2年ですか。
河﨑　3年生入ってからです。3年の7月8月
で、絞らせると思います。
飯田　サッカーだと、例えば関東の強豪校だ
と、7月8月に練習参加などがあって、8月から9
月にはもうほぼ決定していますよね。少し遅い
のではと今思ったのですが。
河﨑　星稜高校のサッカー部員でも、専修大学
に無条件で採ってくれるような選手がたくさん
いるわけではないです（笑）。1人いるかいないか
で、スポーツ推薦で行く子はそれほど多くない
と思います。だからこそ、1年生入学してきた当
時から、「勉強しなさい」ということで、定期試
験、実力試験は、校内のものに関しては、それで
内申評定が付きますので、とにかくそこは厳しく
言いながら勉強させます。ですから、指定校推
薦をいただいて、大半は土日の勉強時間を確保
しながらということです。本当にサッカーで行
くという子は、これも含めて本当に数年に1人で
す。そして大学に関しても、毎年1人2人という
ことになっています。
飯田　星稜のレギュラーで、プロを目指す学生
は大体何人ですか。
河﨑　プロになりたいということですか。全員
思っています。
河﨑　BチームもCチームも、全員。
飯田　よくユースの子など調査で聞いたり調
べたりすると、「勉強はいいので、サッカーだけ」
というような、「行けなかったらどうするの」とい
う話をよく聞くのですが。
河﨑　そこは、やはりこれも先輩から言い伝え
がありまして、まず勉強しないと駄目だというこ
とです。評定は本人に教えていませんので、ク
ラスで10番以内にいればこういう大学は推薦
してもらえる、ということが、代々受け継がれて
います。ですから、もう入ってきた子たちは勉強
が大事だと承知していますし、それは各中学校
のクラブにも、星稜高校はそのような所だとい
う話も伝わっています。学力はある程度、これ
ぐらいはないと駄目だということも、ある意味で
定着しつつあるので、私たちそこは受け入れや
すいです。入るときに私が少しアドバイスし、先
輩がアドバイスし、サッカー部も、彼らもサッカ
ーができることに感謝しているだけです。
飯田　ありがとうございました。
佐藤満　先ほど、専修大学体育会の実情を話
しましたが、野球部は推薦枠が多く、サッカー部
は少ないのが現状です。特にサッカーの場合、
Ｊ下部のユースチームが存在し、推薦のメイン
はJ下部が優先されています。高校サッカーは
その後にありますので、推薦枠がなかなか厳し
いかも知れません。野球は高校として甲子園が
あり、大学では東都リーグがあります。伝統的
に大学側も野球の受け入れ枠が大きくなって
います。林先生は高校生の進路について、どの
ような指導をしていますか。
林　けれども、本校の野球部も、推薦で採って
いただけるというのは、本当に例えば下級生の
ときからレギュラー張っているような子ぐらい
のレベルではないと、なかなか推薦の土俵にも
上がってこられません。各学年3名など、その
前後ぐらいが、本当にお願いして採っていただ
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けるというレベルです。
佐藤満　野球とサッカーは競技人口も多く推
薦枠は狭き門ですが、特に星稜高校の部員数を
聞きますと多すぎる感があります。レスリングは
広き門ですので少し流して頂ければと思います
（笑）。
山下　昔は野球部の補欠の子は、「レスリング
行け」ということで、よくレスリングに行って、国
体で優勝してはいい大学へ入りました。ですか
ら、芽のある子には、「レスリング行け」というこ
とがあります。ですから、20人ぐらい東京の大
学で活躍してくれた子がいっぱいいます。
佐藤満　そうですか。大きい子でしたら、誰で
もチャンスがあります。△△大学も入れますの
で、困った時にはお願いします（笑）。
吉田　何度も多分質問を受けて、嫌になると思
うのですが、どうしてもお聞きしたかったのは、
松井選手の5連続敬遠のときのお話です。戦
術的な行為なのか、アンフェアな行為なのかと
いうようなことで、私もよく指導者講習会で、い
ろいろな種目の指導者に「どっちが正しいと思
いますか」という質問をするのですが、大体半々
です。日本体育協会は、フェアプレーの概念と
して、全力を尽くすなど、挑戦するということを
掲げているのですが、明徳の馬淵監督もやはり
全力を尽くし、次のステージに進むために挑戦
したと私は理解しています。あのときの明徳の
ピッチャーが専修大学に来たものですから、話
をするチャンスがあったので、あのときどうだっ
たということを聞いたら、「それは監督の指示で
すから仕方がないです」ということでした。「も
う一回対戦するとしたらどうする」と言ったら、
「やはりベンチの指示に従います」、「敬遠しろと
言われればします」ということを言っていて、彼
の考え方がぶれないのです。馬淵さんのその後
の戦い方を見ても、全くぶれていません。指導
者としてそういう信念をずっと貫き通すことは
大切だと思うのですが、山下先生がお考えにな
る、全力を尽くすということや、挑戦するという
のは、どのようなお考えで、野球の場合当てはめ
ているかというところを、少しお聞きしたかった
のです。
山下　僕はアマチュアですけど、馬淵さんは社
会人野球の監督していたものですから、どうし
ても勝たないといけない、という思いからあの
ような作戦にしたと思います。けれども、高校
野球の監督で、5連続敬遠をやれるかと言った
ら、甲子園球場の中だったら、僕は絶対やれな
いと思うのです。そういう意味では、馬淵さん
はそういう社会人野球の監督をやっていたから
できたのだと思います、ゲームズマンシップで
す。そういう意味で僕はいいと思います。けれ
ども、僕は日本一になりたくて選手を鍛えて、そ
れで甲子園に乗り込んでいるわけです。ですか
ら、やはりもっとやり方があるのではないか、も
っと正々堂 と々戦えばどうだということです。将
来のことを考えたときに、今の専修大学に行っ
たピッチャーも、やはり悔いが残っていると僕
は思うのです。ですから、あの子のこれからの人
生、それでいいのかということを考えます。やは
り教育的観念など、そういうことを考えれば、将
来本人のことを考えてやれば、もっと堂々と戦
いながら、そこで修練しながら人間は成長して
いくべきではないかというのが僕の考えです。
ですから、僕は甘いから日本一になれなかった
ですが。終わってから、僕がヘルメットを片付け
ていたのです。松井はバットを片付け、山口はプ
ロテクターを片付けていました。そのときに松
井が来て、「すみませんでした」と言うわけです。
2月の僕の誕生日に皆から花束とカフスをくれ
て、「先生、小さいプレゼントですみません。今
度の夏は大きなプレゼントします」と言ってくれ
たわけです。それは全国制覇の優勝旗だと僕は
思っていました。けれども、その5連続敬遠の
あと、その場でそういうことを言えるような生徒
になったという、その姿が僕はものすごくうれし
かったです。5連続敬遠で自分が一番苦しいの
に、「すみませんでした」と僕に言える、そういう
人間的な器の大きさのほうが僕はうれしかった
です。僕は5連続敬遠にはあまりこだわってな
いのです。ですから馬淵さんが日本一になった
ときに、僕は馬淵さんに電話して、「馬淵さんお
めでとうございます」って電話したら、「松井か
らも電話もらってね」と喜んでいました。それで
僕はいいと思うので、あまり5連続敬遠にはこ
だわっていません。
吉田　ありがとうございます。
サッカー部、輝かしい戦績
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佐藤満　同じ質問で、林先生、河崎先生はいか
がですか。
林　私も実はあの試合に2番ショー トで出てい
まして、あの雰囲気を味わった1人なもので、い
ろいろ考えることはあったり、聞かれたりするこ
ともあります。けれども、やはりあの当時は、や
っているわれわれというのは、多分山下監督と
選手の立場では全く違って、試合に入り過ぎて
いたところもあって、敬遠をされているというこ
とにあまり気付いていませんでした。4回目ぐら
いで、これは本当に敬遠をしている、というのを
気付いたぐらいで、あまり意識がなかったので
す。選手側からの立場というか、周りの8人が
もう少し頑張れば、当然勝てた試合でした。本
当にあの当時日本一を狙っていたチームだった
ので、1つ下の学年で出させていただいて、もう
少し活躍できなかったのか、という悔いが非常
に大きくて、5連続敬遠がどうのこうのなど、「も
うちょっと私らが塁に出れば勝てたよね」とい
う、後日談でいろいろ先輩方と話をした思い出
があります。指導者の立場になってあの試合を
振り返ると、やはり馬淵さんの信念の強さとい
うか、私だったら絶対にまねできないというの
は感じました。
吉田　ありがとうございます。
佐藤満　競技は違いますが、河崎先生はいか
がですか。
河﨑　私もこの前の全国大会で明徳とやらせ
ていただきまして、試合の前にはいろいろその
件も取りざたされて、「どうですか」と質問を受
けましたけど、「私はピンときていません」と、記
者の方には言いました。ただ、私はテレビで見
ていましたが、いろいろあったと思うのですが、
今山下先生の気持ち、そして選手の気持ちを、
今の立場で考えると壮絶なものがあります。あ
の試合の現場で、いろいろな判断をしていかな
いといけないと思います。その中でも、想定で
きることとできないことがあったと思うと、あの
試合を今どのように自分なりに分析して解決で
きるか、というところです。明徳さんの戦術は一
つ上回って勝利したのですが、勝負というのは
そういう経験の下でさらに成長する、たくましく
なるという環境ですので、一つの試合と見たと
きには、次ああいうことがあったときどうするか
というのは、サッカーというスポーツの中で学ん
できたことです。今でも両方の意見があっても
当然で、でも個人的には山下先生から初めてそ
の話を聞きましたが、山下先生と同感で、そこは
もう少しスポーツマンシップといいますか、勝
負してみての勝敗が分かるというところです。
そして、5敬遠されたけれど、自分はどういうふ
うにこの試合の中で林さんも消化しているかと
いうところの、監督としての基本責任、整理して
おく必要があったと思い、そういう気持ちでも
見たことがあります。それが私の考えにはなり
ました。
吉田　ありがとうございます。
佐藤満　山下先生、林先生、そして河崎先生の
師匠と言いますか、自分たちの指導における哲
学やその「ルーツ」をお聞きしたいと思います。
山下　師匠というのはいないです。おふくろで
す。僕は大学1年のときにおやじが亡くなった
もので、それで天秤棒を担ぎながら、一軒一軒
魚売りをやっている姿を見て、これだと思いま
した。やはり後ろ姿で引っ張れる指導者になら
ないといけない、後ろ姿で引っ張れるような監
督でなくてはいけないということを感じました。
人のものまねだけはしたくないです。ですから、
自分が師になりたいと思っています。
河﨑　私も星稜高校出身で、山下先生に授業
を見ていただいて、山下先生の授業は本当に野
球の話もされますし、教養や人としての生き方
についての話もされる、知識・経験豊富な先生
ですから、先生がルーツと言えます。その中で、
「僕は甲子園出たいから、自分の下着のパンツに
も甲子園が書いてある、常日頃から目標を、甲子
園を意識した」という、そういう話からいろいろ
な話をしていただいて、やはりスポーツに取り
組む姿勢というのは、強烈に印象付けられて、今
でも授業を覚えています。高校受験のときに、私
の同級生に小松辰雄くんがいました。彼は2年
生のとき甲子園で活躍し、中日へ行きましたが、
やはり野球、サッカーはいつも学校の中では比
べられるというか、比べているのはサッカー部
なのですが、修練できるようなレベルではなく
て、私たちのときは野球部は雲の上のチームで
した。でも、そこからスタ トーしたサッカー部だ
と思います。ですから、ルーツと言えば山下先
生であり、私の師匠です。
林　実は日本大学で、準硬式をやっていまし
た。大学の監督など、準硬式ですから、それほど
盛んにやっていたわけではないです。また、やは
り高校時代の野球がベースになっていますし、
もちろん生徒とそういう一教員としても、山下
先生に教えていただきました。
佐藤雅　先生方の源流がどこにあるのか、分か
りました。ありがとうございます。
OBの松井選手から寄贈されたバットの他、スパイクも展示されていた。
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佐藤満　星稜高校＝山下イズムですね。
山下　この人（北川監督）もうちの大学の監督
しているのですが、僕が最初に専修大学の山の
中へ連れて行って、5人ばらばらに大学に入れ
たのです。そこでしっかり勉強して俺に教えて
くれということで、先陣を切って当時の小林監
督に預けたわけですが、1年からレギュラーで、
専修大学でキャプテンやって、立ち上げに行っ
たり、普通の大学で監督をやっていたりするの
ですが、こういう普通生が皆頑張ってくれるも
ので、それで僕はいろいろ勉強させてもらって
いるのです。
北川　僕は、やはり今の師匠という話になると、
山下先生です。当時、まだ全国的には有名では
ない時代で、ちょうど甲子園出た次の年に私た
ちは星稜高校に入ってきました。星稜高校のグ
ラウンドに、中学を卒業して高校の春休みに来
るわけです。もう異様な雰囲気でした。何とも
言えない雰囲気で、いまだに心に残っておりま
す。あれが原点です。というのは、どういう空気
かというと、練習中の声出しとともに、グラウン
ドの中で遊んでいる者がいないのです。前年に
甲子園に出た先輩方が、183センチあるぐらい
の人が、ノックでひっくり返っているのです。ま
たそのノックにも、鍛えてやるというのが伝わ
るわけです。このノックを見ていて、とんでもな
い所へ来たなと思いました。なるほど、甲子園
に出るというのはすごいことだということです。
そこに原点がありまして、当時「おまえたち勉強
してこい」と、専修大学に行かしていただきまし
た。私は使いものにならないような選手でした。
部員は200～300人いたような気がしたので
すが、伊勢原で、まだ山奥でした。ウシもブタも
いました。本当に全部置いてくるような感じで、
「卒業式も帰ってこなくていい、とにかくそこで
修行してこい」というようなことをおっしゃられ
た記憶があります（笑）。最初は、星稜高校を汚
したらいけないからやると思ったのですが、や
はりノックを受けたおかげで、僕はやれる、とい
うのが少しずつ芽生えてきたのです。チャンス
を逃したらいけないということで、結果的にこう
いう所まで来させていただいたのです。話がそ
れましたけど、原点はやはり高校のときです。
佐藤雅　この間の東都大学野球優勝記念パー
ティー のときはいらっしゃいましたか。
北川　行かせていただきました。
佐藤雅　僕は先生を見まして、会場でお見かけ
した方だと思っていたのです。
北川　僕たちのときは少し足を引っ張ってしま
ったのですが、僕の一つ先輩で中尾さんという
方です。
野呂　中日のキャッチャーされていた方でしょ
うか。僕はその頃まだ陸上部のコーチで、グラ
ウンドに出て立っていました。まだ陸上が伊勢
原にいましたから。
飯田　僕自身が甘いのは当たり前なのですが、
野球の世界はすごいと思います。最近、大学に
来て、クラブ育ちの子などは、うまいけど鍛えら
れていないと思います。ですから、大学でつぶれ
る子がすごく多くて、競争すると結構高校出身
の子に負けてしまうのです。レギュラーを取れ
なかったりします。技術は上手いのですが。河
﨑先生はユースの子たちはどのように見えるの
でしょうか。
河﨑　サッカーは、もう中学生でもクラブに入
って、小学生からのクラブ出身者が多い。その
おかげで世界的にもだいぶ戦える、アジアでは
戦えるようになってきたと思います。ただ、精神
面です。そこは、多分中学ぐらいまではそれほど
変わらないと思うのです。高校3年間が、やは
り練習も中身が少し違っていると。数年前まで
高校というのは、トレーニングの中身はあまりそ
こまで洗練されていなくて、理不尽なトレーニ
ングが多いということです。先ほどレスリング
のトレーニングを見て、朝6時から走って、朝練
習のサーキットトレーニングをやってと、やはり
トレーニングの時間が非常に長いです。次は午
後から多分本当のレスリングマットの上でやら
れると思うのです。精神面をどこで鍛えられる
かというと、やはりトレーニングだと思うのです
が、高校が理不尽などというのは走りなど、そう
いうところがものすごく嫌なはずです。昔から、
九州で強かった国見高校などは、負けず嫌いな
監督さんでしたから、人が朝6時からやっていれ
ば、うちは5時からやるというような監督がいっ
ぱいいました。100本ダッシュをさせるのならう
ちは150という、本当にそういうことを競争して
いました。多分、高校はそういう指導がまだま
だありますので、そこでの自分を鍛えるかという
ところが、少し精神面での課題かもしれません。
どちらがいいかというと、両方あるのがいいか
と思います。まだまだ勉強はしております。
飯田　ありがとうございました。
佐藤満　今年の高校サッカー大会決勝では東
福岡高校と国学院久我山高校が対戦しました
が、両チームの技術の上手さはそれほど変わら
ないように見えました。しかし、個々の体力では
明らかに東福岡が上回っていたように見えまし
た。
河﨑　東福岡は相当走り込ませているようで
す。昨年インターハイチャンピオンになって、プ
ロにも行きました。今年のチームはやはり核に
なる選手がいるというのは、チームとして戦う
というところで監督さんは苦労したと思うので
す。もう一回その原点というか、あそこはラグビ
ーも強い学校ですから、「相当ウェイトもやりま
した」という話を聞きました。総合的なバランス
が良くて、いいと思います。
佐藤満　母校のレスリング部の二つ下の後輩
が、野洲高校監督の山本佳司です。彼は学生
時代にドイツへ留学しましたが、その時に出会
ったのが田嶋さん（日本サッカー協会会長）や風
間さん（川崎フロンターレ監督）でした。彼はレ
スリングを指導することで高校教員になりまし
たが、彼らと出会って感銘を受けてサッカー指
導者になっています（笑）。彼はセクシーフット
ボールを掲げて10年前に優勝、高校サッカー界
に衝撃を与えました。優勝後に食事をする機会
があり、彼に言いました。「佳司のところは世界
を目指すとか言っているけど、体力がないから
難しいだろ」と。決勝の試合は明らかに鹿児島
のチームの方が優位に戦っていたことから、何
気なく言いました。もちろんサッカーはそれぞれ
のチームの特徴があって戦術戦略があっての
勝負ですが、フィジカルな部分の弱さは彼も十
分理解していました。しかし、野洲高校には技
術的にうまくなりたい子が集まり、体力トレーニ
ングを嫌う傾向にあると言っていました。先ほ
ども話しましたが、競技力というのは技術・体力
の両方がなくてはいけないと言うことです。私
が金メダルを獲得した後、日本レスリングは低
迷期でした。その時の選手たちは、「どうして俺
らは陸上選手のように走らなければいけない」
などと。その辺りを十分理解させているところ
が、星稜高校のイズムとして山下先生や河崎先
生、林先生にはあるような気がします。星稜高
校出身の馳浩の足は速かったです。全日本合宿
でのインターバルトレーニングでは常にトップ、
400mインターバルではほとんどが1分を切っ
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ていました。
河﨑　馳さんが速いとは、初めて聞きました。
佐藤満　当時の合宿では、コーチに「重量級よ
り軽量級が走りで負けてどうする」と言われて
いました。彼はレスリングの技術はまだまだで
したが、日本の重量級にはないスタミナ系と柔
軟性には長けていました。ロンドンオリンピック
で日本レスリングを復活させたのは、このラン
ニングを含めた体力をベースとして積み上げ、
常に2部練習を行い、練習の質と量を高めてい
きました。近年、大学サッカーでは専修大学が
4連覇を達成しました。2時間も練習しないで
4連覇です。日本のサッカー界は大丈夫ですか
（笑）。
李　グラウンドがなくて、9時から授業があるの
で、朝6時過ぎぐらいから8時半ぐらいまでやっ
て、大体120～130人いるので、コーチもいま
せん。Aチームのコーチはいるのですが、僕もB
チームに行ったり、Aチームも一緒にやったりし
ているのですが、やはり間違いなく足りないの
です。それで4連覇をして、他の大学も皆朝練
になったと言っています（笑）。単純にそういう
考え方です。
佐藤満　たまたまサッカーのS級コーチの講
師をする機会があり、長友選手の当時明治大学
監督の神川さんが受講者でいましたので、「明
治大学はどれくらい練習しているのですか」と
聞くと、「朝2時間ですよ」ということでした。S
級の講義の時に、世界で勝つにはレスリングは
これだけやらないと勝てないという内容の話を
しましたが、どれほどの方々が理解したかは微
妙です。レスリングだからと見られているところ
も感じました。私の子供も現在U14のマリノス
ジュニアユースでサッカーをやっていますが、
今年1月の練習初めは10日でした。その後も休
みが多く、結局1月は10日ほどしか練習をして
いません。それでもいまのところU14のマリノ
スジュニアユースは日本で1番強い。ジュニア
世代では世界でもトップレベルでした。日本は
世界と比較すると競技人口も多く、もっと強く
なって良いと思いますが、駄目ですよね。
河﨑　駄目ですね。
佐藤満　実際、野球のトレーニングは如何です
か。山下先生は殺気立った厳しい練習をしてい
らっしゃったと思いますが、いかがでしょうか。
山下　今見ていると、若い監督さんは勝つ野球
だから、野球だけを教えるという感じです。僕た
ちも、今のウェイト・スピ ドートレーニングという
のをやっていました。これを12種目のサーキッ
トトレーニングにして、もう10分ぐらいですか。
バンとやったらもう気絶するくらいの、湯気が
たくさん出るトレーニングをやっていました。自
分がどこまでできるか、限界に近づける、越えれ
る強い心を持った選手を育てていました。今は
手前で止めてしまう、そういうところの弱さとい
うのを持っているのではないかと思います。で
すから、精神力が弱いです。やはり心をまず鍛
えなくては駄目です。
佐藤満　皆、楽しい練習、ゲーム感覚ですね。
飯田　今大学で、選抜など全日本なのですが、
僕は長友が選手時のユニバーシア ドーのスタ
ッフでした。あの頃から大学生を必ず2年に1
回、アジアの辺境地へ行かせています。そこで
ゲーム内容よりも悪い環境でも戦えと言いま
す。今の子たちは、やはりずっとユースで育って
きていて、ひ弱いです。タイなどに行くと食べら
れないというので、必ず2年に1回は行かせてい
ます。今年はマレーシアに行かせます。やはり
その心の部分というのは、すごく今日勉強させ
られたということです。
山下　一緒です。これを40年前ぐらいにやっ
ていました。
佐藤満　私は日本人の強くなるベースは皆変
わらないと思います。合理的科学的が入り出し
て、練習量が減りました。欧米などは1時間半
ほどしか練習をしません。もともと日本人と育っ
た環境や身体的能力が違うので、彼らと同様の
ことをしても勝てません。日本人の良さは勤勉
さや他国選手よりも努力ができることです。野
球は瞬発系の競技と思いますが、松井選手など
は相当なプラスアルファの努力をしていたと思
います。本田選手も世界で活躍できるというの
はこの努力、練習量にあると思います。私の中
では松井選手も本田選手も誰よりも努力する
能力が優れていたのではと思いますが、河崎先
生はいかがでしょうか。
河﨑　先ほども話したように、自分で自分をト
レーニングできるというか、勉強も生活面も、自
分を律して、素直な気持ちで。うちのサッカー部
は先輩後輩の上下関係というか、そういう雰囲
気はなく、先輩とも仲良くできるような空気でし
た。本田君が入ってきて、すぐ3年生と一緒に
ウェイトトレーニングをやっていたというところ
で、貪欲によいものを取り入れるという気持ち
がありました。常に何か新しいものを、バランス
ボールであったりストレッチポールであったり、
あまり私ら指導者で見たことないものを、ネット
で購入して次々持ってくるのです。彼はそうい
うことにも非常に興味を持ってトレーニングし
ていました。昔からウェイトトレーニングをやっ
ていて、トレーニングの時間は本当に割いてい
ます。量も多いと思います。合理的という考え
はあまりないです。自分を追い込まないと、自分
のメンタルにも刺激を得られないというところ
があって、ケガをしないようにというトレーニン
グを取り組んだと思いますが、追い込むような
タイプでした。
佐藤満　有難うございます。林先生はいかがで
しょうか。一つ上の先輩、松井選手を見ながら
同じように鍛えていたと思いますが。
林　松井先輩は、やはりあまり努力する姿を見
せない先輩という感じです。けれども陰ではす
ごく努力をしていて、それをわれわれチームメイ
ト皆知っていたので、逆にやらなければいけな
いという雰囲気というか、そういった空気が部
内でありました。それがチームの相乗効果では
ないですが、皆で競い合う雰囲気が当時は非常
にあったので、それこそ練習が終わってからの
トレーニングというのも、各自でやっていたりな
どはありました。
山下　僕は本田君を教えましたが、やはりいい
選手は頭が良くて素直です。また、好奇心を持
っています。それと、夢を持っています。もう一
つは、すごく几帳面でした。松井君などは本当
に几帳面だったし、本田君を見ていてもものす
ごく几帳面でした。そういう子はやはり伸びる
のではないかと思います。本田君は本当にいい
子です。
河﨑　前、山下先生に教えてもらったもので、う
ちの卒業生に南海ホークスへ行ってソフトバン
クにいた湯上谷君ですね。今この1月2月は野
球の室内練習場でトレーニングするのです。山
下先生が授業かなんかで、彼について話してい
たのですが、ある日湯上谷君が、練習終わって、
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3時間以上やっていて、平常のトレーニングが
終わって、またランニングシューズに替えて、俺
の前を通ってどこか行くのです。そして、また帰
ってきたのです。山下さん、そのような不思議な
話をして、湯上谷君に聞きました。「僕は今から
プロになるためのトレーニングで走りに行って
きます」と山下先生に言ったらしいということで
す。山下先生も、それを授業中に言ってくれた
こと覚えていて、そういうプロになる子はやはり
何か持っているというか、素晴らしいレベルの
トレーニングをします。
佐藤満　李先生はどうでしょうか。元オリンピ
アン、元Jリーガー、元大学監督として。
李　トレーニングは、高校もそうですけど、大学
4年もずっと普通4部連などです。僕も仙台育
英で1年半ぐらいコーチをやらせていただいた
経験があります。そのときいろいろトレーニン
グをしたら、韓国式のトレーニングだと言って
学生たちが引いてしまうのです。大学でもそう
なのです。日本人の学生達、いい言葉を使うと、
ある意味では新鮮かもしれないですが、そのよ
うな練習をやったことがない子が多くて、スラ
イディングトレーニングなどをやると、できない
のです。走る練習をすると、走らされるというよ
うな感覚です。自分から行かないのです。指導
した大学の校風かもしれないですが、そういう
トレーニングがやはりベースではないとできな
い。プロに行きたいと言うけれど、それほど簡単
には行けないと思います。1995年ぐらいから、
サッカーのアンダーチームのトゥーロン大会が
あるのです。そこに行ったときに見たのですが、
ホテルがビーチの目の前にあって、トゥーロンは
女の子が裸でいる所なのですが、ブラジル代表
のアンダーカテゴリーが、延々と海岸を走りま
した。あれを見て、僕は走らされるのは本当に
韓国だけではないのだと思いました。ブラジル
代表はアンダーなのですが、はだしでずっと海
岸を走っていました。多分、翌々日が試合だっ
たと思うのですが、それがその場では重要では
なくてそのようなことをやはりやらなくてはい
けないと思いました。そのとき大学2年か3年
だったのですが、本当に感銘を受けたというか、
自分でやらなくてはと思いました。
佐藤満　（韓国レスリングチームのトレーニン
グ映像を見ながら）先ほど私から日本レスリン
グの低迷期の話をしましたが、シドニーオリン
ピック前に韓国ナショナルチームの合宿へ日本
選手を連れて行った時のビデオです。当時の韓
国のレスリングは大変強化されていて、トレー
ニングも相当ハ ドーだと聞かされていました。
皆さんご覧になられて、彼らのパワーの凄さが
すべてのトレーニングに対して十分伝わってい
ると思います。このデッドリフト240kgを挙げ
ている選手は、当時69kg級2年連続世界チャ
ンピオンの選手です。今回、日本のナショナル
チームが一番注目していて撮影しました。走り
でもそうですが、韓国選手は本当に殺気立って
必死に世界を見据えてトレーニングをしていま
す。李先生の祖国ですが、世界のトップを目指
すということはこういうことだと思うのですが。
佐竹　先生方、いろいろなご経験からの貴重な
お話、ありがとうございます。最後に聞かせて
いただきたいのですが、私の知っているチーム
で、OBにプロ野球選手もいるのですが、誤解
している親が非常に多いということを感じまし
た。このチームに入れば、どこかの高校に行ける
という、本人ではなくて親がそのような気持ち
で入部しているようでした。そして受験の時期
になったときに、慌てふためいているというか、
成績が取れていないなど、このようなはずでは
なかったのにということです。最終的に監督さ
んが走り回って、いろいろな高校に頭を下げた
というのでしょうか。今後、やはりその流れとい
うのは、中学生から高校に続いていくものなの
でしょうか。
林　この前知人に、金沢市の少年野球人口を
調べてほしいとお願いをしました。10年前は
1400人いたらしいのですが、今は780人しかい
ない、年々少なくなっています。小学校のときか
ら、石川県の小学校の野球のレベルであれば、
ものすごく親が何でもしなくてはいけなくて、過
保護に育てられていました。土日は必ず練習に
一緒に、お父さんもコーチ、お母さんも監督の
付き人みたいな感じで行かなくてはいけないな
ど、非常にハ ドールがどんどん高くなっていま
した。子どもの数も減っていて、なおかつ親の
負担も増えているから、お願いだから野球だけ
はやめてという子たちも多いらしいです。当然、
そこで頑張ってやってきた保護者の方が、小学
校や中学校でそれなりに結果を残して、星稜高
校に入りましたということです。そういった親
が代々つながってくると、もちろんそうやって小
中と歩んできたら、高校に入れば次は大学もも
う普通に面倒を見てもらえるはずという、そうい
った保護者の方は多くなってきているのではな
いかと思います。やはり、元の所からの流れが
そうなっているからではないかと思ったりして
います。
佐藤満　佐竹先生はいかがでしょうか。
佐竹　やはり中学校2年ぐらいのときにもう決
まっていきます。特に、例えば今回のT高校の
O選手も、中学校2年生ぐらいのときに決まっ
ていたという話を聞くと、普通の選手はそのよ
うに決まっていくのだとなります。そこで振る
いに掛けられなかったら、もうあの高校には行
けないというように、親がどんどん焦っていきま
す。けれどもこのチームは行けるはずなのに、と
室内練習場での練習
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いうような、そういう負のスパイラルというので
しょうか。子どもたちが純粋に野球をできてい
るのかと、親として見ていた時期があったもの
ですので、どうなのだろうということです。です
から、高校で高校2年生と言われましたが、多分
中学校でも中学校2年生ぐらいでもう決まって
いっている子がたくさんいるような気がします。
林　多分そのような流れになっています。
山下　高校でもそのような学校というのは少な
いです。ですから、やはり子どもには勉強させ
なくては駄目です。そうしないと、大学までやる
ときに、やはり本人が苦労しますので、野球ばか
だけつくったら駄目です。本校ではサッカー部
がとても頭がいいです。本当に1番から10番ま
で全部サッカーですから、うらやましいです。絶
対に頭がいいからスポーツが強いのだと思い
ます。ですから悪いことをしないです。頭が悪
い子は悪いことをしますから。ですから、そうい
う学校だと不祥事が起きたりしますので、よい
環境でやったほうがいいです。
佐藤満　星稜高校は文武両道ですね。私自身、
スポーツ関係での講演を依頼されて話します
が、必ず勉強もしっかりとしましょうと。また違
う話になりますが、現在の子供のスポーツは、あ
まりにも低年齢化していますし、技術は相当高
いレベルにあります。レスリングでは、中学チ
ャンピオンが高校チャンピオンといい勝負をす
るぐらい凄い選手が出現したりします。しかし
その選手がそのままオリンピックチャンピオン
のレベルに行くかといったらそうではありませ
ん。その年齢、各カテゴリーのトップレベルに
過ぎないのです。サッカーでもうちの子供の環
境を見ていると、各カテゴリーの中でたくさん
練習をやった者勝ちであり、それに乗り遅れる
と次のステップの環境に行けないところがりま
す。久保建英君と言う日本で初めてバルセロナ
へ入団した選手がいますが、うちの子供と同じ
サッカースクールでした。当時を見ますと、親が
付きっきりで「30cmこっちだった」とか、事細
かにアドバイスを送っていました。本人の意識
も高く素直にそれを実行していましたし、早朝
に自分で親を起こして朝練習にも出かけていた
そうです。今後どのように成長するか分かりま
せんが、今の段階では順調に伸びています。子
供たちが通っている中学校は野球の松井裕樹
選手が卒業生です。彼も順調に育っています
が、どのレベルが最終目標で到達点か分かりま
せんが、各カテゴリーでは成功している一人と
言えます。ユニクロ社長の柳井さんは「人間の
ピークは25歳だと思っている。スポーツ選手で
も科学者でも小説家でも」と言っています。ま
たレスリングの金メダリストは24～26歳が一
番多いのです。このことから私が常々言ってい
ることは、「その年齢までの中で、人間がどのよ
うに成長するのかが大切である」言うことです。
その意味ではやはり人間教育が大切であり、勉
強もしっかりする、純粋で素直な人間でなくて
はならないと。自分の意志から辛いことも進ん
で行動する選手が、多分ここにいらっしゃる皆
さん共通の選手育成ということかなあと思いま
す。スポーツ馬鹿ではなく、人間として育ててい
くということです。私がよく講演で話すことです
が、職人の言葉というのがあります。「金」を残
すのは「下」、「技」を残すのは「中」、「人」を残
すのが「上」です。我々が指導者という立場で
いる限りは、スポーツだけではなく人間の育成
を第一として選手を大切に指導していければと
思います。その上でも、指導者も常に学ばなく
てはなりません。最後となりましたが、他に何か
ございましたら皆さんお願いします。
李　最後、河﨑先生にお願いというか、高校サ
ッカーで、エキスパ トーといわれている本当の
指導者という方の中に、多分河﨑先生も入ると
思います。そういう先生の下で学びたいという
子たちがわざわざ来るというのは、結構あるの
ですか。
河﨑　私、河﨑という監督に習いたいと思って
くる子は、それほど多くはないと思います。星稜
高校サッカー部、本田圭佑の出た学校というと
ころに魅力を感じるというのは一つあると思い
ます。夢を描いて来たら、監督が怖い人だった、
などということになっていけばいいと思います。
怖い中にももちろん愛情も持ちながらだと思い
ますが。なかなか私の人としてのものは外にあ
まり出ないので、まだまだ星稜高校という名前
と、卒業生の選手達が高めてくれたおかげとい
うことです。もちろん野球部のおかげもありま
すので、まだまだそこは自分を磨かないといけ
ないと思っています。
李　私も後ろで先生の姿を見ながら、どういう
指導をされているなど、そのような情報をいた
だいたりしました。佐藤満先生の息子さんには、
僕は前から「星稜高校どうですか」という話をし
ました。ジュニアユースもきちんとレベルは高
いのですが、本当にもしあれだったらと思って
います。それがお願いといいますか。
雪が積もるグラウンドで黙々と練習する選手たち 体育館内ではバレーボール部、バスケットボール部が練習中
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山下　河﨑さん、一番いい選手だとおもいます
よ（笑）。
李　それで育てていただいて、専修大学にお願
いします（笑）。
佐藤満　今日の座談会で感じたことは、山下先
生が築かれた指導哲学、そして人間育成、これ
を河崎先生や林先生など多くの方々が星稜イ
ズムとして受け継がれてきたように思います。
本当に勉強になり、有意義な時間でした。また
このような機会を設けさせて頂いた時には、是
非お話をお聞かせ頂ければと思います。今後と
も何卒宜しくお願い申し上げます。本日は有難
うございました。
佐藤雅　本当に今日はありがとうございまし
た。源流というか、そのものが何だったのかとい
うのを聞きたかったので、お母さんだというの
が聞けて、すごく僕はこれで満足です。それが
ずっと脈々と続いているのだと思いました。そ
れから、これはあくまでも交流会なので、先ほど
の映像がもし必要であれば、先生まで言ってい
ただけたら提供できると思います。これからも、
本当によろしくお願いいたします。
一同　ありがとうございました。
　座談会終了後、星稜高校の部活動、体育施設
を視察させていただいた。雪が積もるグラウン
ドの中、選手達は目標を見据えて黙々と練習を
行っていた。
　また、座談会に先立ちまして、稲置美弥子理
事長、稲置慎也副理事長、宮﨑正史大学長と面
談する機会をいただき、カレッジスポーツ、ジュ
ニア・ユース期のスポーツについて、教育、経
営、マネジメントなど、多角的な視座からお話伺
いました。お忙しい中お時間頂戴しましてあり
がとうございました。
　最後になりましたが、今回の座談会の開催ま
で、ご尽力いただきました稲置学園総務部奥村
様はじめスタッフの皆様に厚く御礼申し上げま
す。
（文中、一部敬称略。お許しください。）
座談会終了後、先生方を囲んでの記念撮影
